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れまではピラミッドは王墓だと考えられていた。

ナイル川の氾濫は神様の仕事。神様の仕事を「人間

ごときがそれを抑えることはとんでもない」と考えたの

が古代エジプト人。自然の氾濫を、災害と考えずに恵

みと考えた。そういう意味では、日本の古代の自然信

仰とよく似ている。お日様信仰でもあるしね。南太平洋

や東南アジアの国々も同じ。それが文明の基調にある。

今、気が付いて見ると地球が危ない。地球上で人間

が住みづらくなっている。それで環境主義とも言われる

古代回帰ということが起きている。古代回帰とは「古代

では自然と共存、共栄していた」と言う意味。それは資

本主義に対抗するすごいセオリーだけど、人間にとって

は最も辛いことになる。資本主義は人間を中心として

考えるが、環境主義は環境を中心として考える。人間を

中心として考えていったら環境は破滅する。その起因は

人口爆発。すべて人口問題に帰結する。まず人口をど

うやって抑制するのか。次にどうやって減らしていくの

か。人口爆発の危機が一番最高潮に達している。

人類は便益を手にした。しかし今、「それを手にして

なかった時代に戻れますか」と言う問題を突きつけら

れている。これは相当自分をコントロールしないとでき

ない。そこで模索しているのは「その中間点で折り合お

う。そのためにはどうしたらいいのか」と言うこと。循

環型の社会を意識的に構築して行かないと、人類はそ

う長くない。だから、古代エジプトから学ぶものは「自

然をもっと崇拝しよう！崇めよう！立ち戻ろう！」と言う

ことかな。

古代エジプトは都市国家じゃなくて地域国家。すな

わち、ナイル川周辺全部が一つになって国家を形成して

いる。農民の中に支配者がネットワークを組んで点在し

ている。そして、都市というものを塀で囲わずに農民と

並存している。支配者は農民と同じ空間で、同じ生き

方をしている。それだけに支配者と被支配者の間の垣

根が低い。何をよすがに生きているかというと、町の真

ん中に神殿をつくり、町は神殿というものを中心として

成り立っている。規模は違うが日本の古代都市と共通

するものがある。

それは自然というものが非常に厳しい世界なので、

自然と人間が関わって行く中から出て来た。すなわち、

自然に逆らったら生きて行けないということ。そのため

自然を崇拝する。だから多神教とか自然崇拝というよ

うな言い方をされている。

ピラミッドが大きいという認識は間違い。ピラミッド

は大中小いっぱいある。今だけでも100以上見つかっ

ていて、おそらく140～150はあるでしょう。大きいの

は少なく中小の方が多い。高さが150m近いピラミッド

は、数から言ったらクフとカフラーの二つしかない。

ピラミッドが王の権力の象徴ということはあったかも

しれないが、それよりも王が願っていたことは、集めた

税金でピラミッドを作ることによって、1年のうち4カ月

間、ナイル川が氾濫して農作業ができなくなった農民た

ちを、労働力として雇用することにある。つまり、農民た

ちの利益になるようにした公共事業である。これはほぼ

間違いない。20世紀初頭、ピラミッド学者であったクル

ト・メンデルスゾーンが公共事業という認識をした。そ
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